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【3例】 58歳，男性．膜下困難で受診 Im, Eiに 6.5
cmの食道癌を認め，右頚部に 2cmの腫癒を触知し，
甲状腺癌と診断された食道亜全摘術，三領媛郭清，
甲状腺右葉切除を行った 術後12年生存中である．
食道癌に合併した甲状腺癌は，食道癌切除症例245
例中3例 （1.2%）にみられた．術前の頚部検索の際は
甲状腺にも注意を払し，また，術後，転移巣から発見
された甲状腺潜在癌に対しては，食道癌の予後も考慮
に入れ，個々の症例に対して適切な治療法を選択する
ことが大切である．
特別講演
座長京都大学医学部第二外科山岡義生
『食道癌集学的治療の現況』
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